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■鹿部町地域おこし協力隊募集要項（アントレプレナーシップ教育事業推進員） 
 
 
 鹿部町は、北海道の南に位置する人口約 3,400 人の小さな
町です。 
 基幹産業は漁業で、スケトウダラの卵を原料としたタラコ
や昆布、ホタテなどが特産品です。 
 また、源泉が多く、地面から周期的に温泉が吹き上がる間
歇泉は、北海道遺産にも選定されるなど「海と温泉のまち」
のシンボルとして、歴史の伝承や観光拠点として活用されて
います。 
 
 町では今年度、民間のプレーヤーの方々の力を借りながら、まちの子どもたち
に対し、アントレプレナーシップ教育を展開していく新規事業（社会教育事業）
を立ち上げました。事業は、子どもの成⾧段階にあわせ、次の 5 本柱での実施を
計画しており、段階的にスタートしています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
しかべっ子教室＋の様子 
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この取組を⾧く続けていくため、中心となって進めていくメンバーの１人と
して、地域おこし協力隊を次のとおり募集します。 
 
 
１ 募集人員 

アントレプレナーシップ教育事業推進 地域おこし協力隊 1 名 
 
２ 活動内容 
  地域おこし協力隊の活動は、別に定める「鹿部町地域おこし協力隊設置要綱」

を基本とします。 
 
⑴ メインとなる活動 

○  アントレプレナーシップ教育事業の運営 
ア しかべっ子教室＋の運営と新規プログラムの開発・実施 
イ 部活型公営塾（模擬会社こどもふるさと株式会社）の運営 
ウ 高校進学後の接点強化のための活動 
エ ローカルミニ先生の人材さがし、関係づくり 
オ 事業継続の体制づくり 

 

※ 活動スタート時は、「イ」がメインの活動となる予定です。 
 
⑵ 町民とのつながりをつくる過程でお手伝いいただく活動 

○ 町が行う社会教育・スポーツ事業の運営支援 
○ 町が所管する社会教育施設・スポーツ施設の運営支援 

 
【協力隊共通の活動】 
⑴ 地域行事の支援・共同作業・イベント作業等の活動 
⑵ 町民への生活支援や基幹産業の応援等の地域活動及び活性化に繋がる活動 
⑶ 協力隊の活動後の起業、就業のための隊員個々の特性に合わせた地域協力

活動や自主的な活動 
 
３ 活動地域    

鹿部町全域（活動内容によっては町外での活動も含む） 
 
４ 募集対象者 
  次のすべての要件を満たす方が対象となります。 

① 20 歳以上 40 歳以下の方で意欲的に行動できる方 
② 地方公務員法第 16 条に規定する欠格事項に該当しない方 
③ 居住地要件：現在、三大都市圏をはじめとする都市地域等に居住してい

る方 (※) 
④ 採用決定後に鹿部町に生活拠点を移し住民票を移動できる方 
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⑤ 普通自動車免許証を有している方 
⑥ 心身ともに健康で、地域住民と協力しながら活動に取り組める方 
⑦ 他の協力隊や協力隊 OB と連携し、まちづくりに取り組める方 
⑧ パソコンの基本操作（Word、Excel、PowerPoint、メール等）やインタ

ーネット、SNS 等の知識を有し、活用できる方 
⑨ 市町村税に滞納がない方 

 
 
 
 
 
 
 
５ 任用形態等 
 （１）任用形態 
    個人事業主として、町と委託契約を締結していただきます。 
 （２）契約期間 

契約を締結した日から契約締結年度の年度末まで 
最⾧３年まで延⾧する場合があります。 

 （３）活動日数等 
    隊員の活動日数は、原則月２０日とし、活動時間は１日７時間、週３５

時間、月１４０時間程度を基本とします。（ただし、活動内容により活
動日数等が変更となる場合があり、委嘱後に協議し決定します。） 

 
６ 委託料及び福利厚生等 

（１）委託料は、３，４８０，０００円（月額２９万円） 
※ひと月の基本的な活動時間１４０時間に達しない場合（１時間未満
の端数は切捨て）、１時間あたり２,０７１円を基本月額から差し引きま
す。（ただし、活動内容により活動日数等が変更となる場合、この限り
ではありません。） 
※ひと月の基本的な活動時間１４０時間を超える場合、原則として追
加の委託料は支払いません。 

    ※活動日報及び月報を毎月提出いただきます。 
 （２）委託のため国民健康保険及び国民年金は各自で加入となります。 
 （３）住居は町が斡旋いたします。（家賃、光熱水費などは自己負担） 
 （４）地域活動に係る経費を毎月次のとおり支援します。 
 

項  目 月   額 備考 

住居費 
① 家賃が５万円未満の場合、実費支給 
② 家賃が５万円以上の場合、５万円 

 

※ 三大都市圏をはじめとする都市地域等とは、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
岐阜県、愛知県、三重県、 京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、並びに、札幌市、仙台
市、新潟市、静岡市、浜松市、岡山市、広島市、北九州市、福岡市、熊本市のうち、
過疎地域自立促進特別措置法、山村振興法、離島振興法、半島振興法及び小笠原諸島
振興開発特別措置法に指定された地域外の地域をいう。 
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活動費 上限６０，０００円  

自己研鑽費 上限３０，０００円  

  ※活動経費は活動月報の提出と併せて請求していただきます。 
 
７ 応募手続き  
 （１）申込受付期間   

随時受付 
    ※採用者が決定し次第、募集は終了します。 
     
 （２）提出書類 
   ア 鹿部町地域おこし協力隊申込書 
   イ 履歴書（写真添付） 
   ウ 職務経歴書 
   エ 運転免許証の写し（両面） 
   オ 住民票（原本）※申込時点の住所地のもの 
   カ 滞納のない証明 

キ レポート 
 
 
 
 
 
 
 

（３）選考方法 
   ア 第１次選考  
     書類選考のうえ、選考結果を文書又はメールにてお知らせします。 
   イ 第２次選考 
     第１次選考合格者を対象に面接試験を実施します。 
     面接場所については、鹿部町役場庁舎内となります。 
   ウ 最終選考結果 
     第２次選考者へ文書又はメールにてお知らせします。 
  

（４）応募先及び問い合わせ先 
     鹿部町企画振興課企画振興係 
     【住 所】  〒０４１－１４９８ 
            北海道茅部郡鹿部町字鹿部２５２番地１ 
     【連絡先】  ０１３７２－７－２１１１（代表） 

 ０１３７２－７－５２９７（直通） 
     【メール】  kikaku@town.shikabe.hokkaido.jp 

【レポート課題】 

 テーマ：この取組に応募した背景と活動を行うにあたってのあなたのビジョン、 

アントレプレナーシップを子どもたちに育むために最も必要だと思うこと 

 様式等：Ａ４様式１枚程度、パソコンによる作成可 
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８ お試し協力隊について 
  鹿部町では、地域おこし協力隊への応募を検討している方を対象に、地域お

こし協力隊着任後のミスマッチを防ぐとともに、隊員活動の体験や地域の関
係者等との対話を通じてマッチングを図ることを目的に「お試し協力隊」を実
施しています。 

 
 （１） 内容  
     ２泊３日の日程で町内施設の視察や隊員経験者、現役隊員、町内関係

者との交流を行います。 
 
 （２） 日程 
     事前に希望日をお伺いしたうえで、決定します。 
 
 （３） 費用 
    【参  加  費】 無  料 
    【宿泊・交通費】 自己負担 
 
 （４） 参加要件 
    ・ 上記の募集対象者の要件に該当する方 
    ・ 町の地域協力活動に関心があり、住民と信頼関係を構築できる方 
 
 （５） 留意事項 
     お試し協力隊への参加の可否に関わらず、協力隊への応募ができま 

す。 
 
 （６） 応募先及び問い合わせ先 
     鹿部町企画振興課企画振興係 
     【住 所】  〒０４１－１４９８  
            北海道茅部郡鹿部町字鹿部２５２番地１ 
     【連絡先】  ０１３７２－７－２１１１（代表）  
            ０１３７２－７－５２９７（直通） 
     【メール】  kikaku@town.shikabe.hokkaido.jp 


